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富
士
登
山
競
走
の
分
類
は
口
ｌ
ド
レ
ー
ス
な
の
か
？
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
な
の
か
？

論
争
は
謎
の
ま
ま
だ
が
、
山
岳
地
帯
に
強
い
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
に
は
格
好
の
目

標
に
な
っ
て
い
る
。
完
走
す
る
に
は
、
強
さ
や
速
さ
に
加
え
て
コ
ツ
も
必
要
な
の
で
、

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
の
完
走
率
を
高
め
る
た
め
に
も
解
説
し
た
い
。

１
９
４
８
年
に
始
ま
り
、
今
年
で
汀
回

目
を
迎
え
る
。
距
離
は
皿
、
で
、
｛
勧
低
差

が
３
０
０
０
ｍ
あ
り
、
制
限
時
間
は
４
時

間
半
と
な
っ
て
い
る
。
最
高
タ
イ
ム
は
、

宮
原
徹
さ
ん
が
マ
ー
ク
し
た
２
時
間
”
分
。

女
子
は
、
佐
々
木
（
旧
姓
中
島
）
和
子
さ

ん
の
２
時
間
別
分
。

昔
は
申
し
込
め
ば
誰
で
も
出
場
で
き
た

の
で
完
走
率
は
５
割
を
切
っ
て
い
た
が
、

今
は
５
合
目
の
タ
イ
ム
を
資
格
審
査
に
使

っ
て
い
る
た
め
、
完
走
率
は
５
割
を
上
回

っている。

〔どんなコース？

》

コースは、場所によって状況が大

きく異なる。

１
．
ス
タ
ー
ト
か
ら
馬
返
し

ず
っ
と
舗
装
路
で
ゆ
る
い
上
り
。
キ
ロ

５
分
と
同
等
の
負
荷
で
走
っ
て
い
る
つ
も

り
で
も
、
実
際
は
キ
ロ
６
分
か
か
っ
て
い

る
。
見
晴
ら
し
が
ほ
と
ん
ど
き
か
な
い
た

め
、
延
々
と
先
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー
し
か
見

え
ず
、
精
神
力
が
試
さ
れ
る
。

２
．
馬
返
し
か
ら
五
合
目
佐
藤
小
屋

未
舗
装
に
な
り
道
が
細
く
な
る
。
た
ま

に
、
土
砂
だ
ま
り
と
い
う
深
さ
約
鋤
叩
の

一富士登山競走とは

Ｌ ゴ

く
ぼ
み
が
中
央
に
出
現
し
、
走
り
に
く
い
。

関
門
の
直
前
は
コ
ー
ス
が
狭
く
な
り
、
渋

滞
が
発
生
す
る
。
制
限
時
間
が
近
づ
く
と

殺
気
立
つ
の
で
、
早
め
に
抜
け
た
い
。

３
．
佐
藤
小
屋
か
ら
七
合
目

関
門
か
ら
７
０
０
ｍ
進
む
と
、
一
気
に

視
界
が
開
け
る
。
視
界
が
良
け
れ
ば
山
頂

さ
軋
さ

ま
で
見
え
る
。
こ
の
辺
り
は
砂
礫
地
帯
な

の
で
、
走
り
慣
れ
て
い
な
い
と
、
砂
を
掘

り
返
し
て
ば
か
り
で
前
に
進
ま
な
い
。

５
．
八
合
目
か
ら
山
頂

八
合
目
を
通
過
す
る
と
、
砂
礫
地
帯
も

岩
場
も
出
て
き
て
、
釦
分
も
か
か
ら
ず
に

山
頂
に
到
着
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
安

心
し
て
は
い
け
な
い
。
〃
完
走
は
間
違
い

な
し
″
と
思
っ
た
人
た
ち
が
歩
き
始
め
、

後
ろ
の
ほ
う
に
も
影
響
が
出
る
か
ら
だ
。

山
頂
手
前
で
制
限
時
間
が
近
い
場
合
は
、

ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
た
流
れ
に
要
注
意
。
ゴ

４
．
七
合
目
か
ら
八
合
目

急
な
岩
場
が
増
え
る
。
四
つ
ん
這
い
に

な
っ
た
ほ
う
が
楽
な
場
合
も
あ
る
。
八
合

目
に
は
関
門
が
あ
る
が
、
〃
八
合
目
″
と

名
が
つ
く
小
屋
が
い
く
つ
も
あ
り
、
気
力

が
削
が
れ
る
。
関
門
は
〃
本
八
合
目
富
士

山
ホ
テ
ル
ク
だ
。
そ
れ
ま
で
に
八
合
目
の

小
屋
は
４
つ
と
覚
え
て
お
こ
う
。
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且 室十香山競走の下山は、５合目
まで自力で走り、スタート前に預
けた荷物を受け取ってからバスに
乗り込む。ここでスムーズに受け
取れるかどうかが、北麓公園まで
の１時間の快適さを左右する。
荷物はおおよその番号順に並べ
られているものの、全部が同じ形
ということもあり、探すのに時間
がかかることが多い。また、屋外
に置かれているので、破れたり砂
が入ったり、雨が降ればぬれてい
たりすることもある。
対策として、自分で用意したビ

ニール袋に入れてから所定の袋に
入れておくと、砂・雨対策になる
し破けにくくなる。また、袋に派
手な色の粘着テープを貼りつけた
りしておくと、探しやすくなる。
荷物を受け取ったあとは商店街
を通ってバスに乗るが、ビールを
買うなら手前より奥のお店で買う
のがオススメだ．
みんな、下山直後の店で買うた

めに、後ろのほうだと冷えていな
いこともある。ちょっとだけ我慢
して、奥のほうの店で冷たいビー
ルを買っちゃおう。

ｈ

貼りつけ
すぐなる
とは商店
トダー’１

虹 Ｌ _ 一 ダ レ

フーーノ
、探し

のの、
と
一

り、探すの
多い。また
ので、破れ

ジオススメだ
票んな、下山
こ、後ろのほ
Ｚともある。

とが多い
1.,Ｚ〃)-戸てい

ガ Ｆり、
字 ' 一

る。

五合目で荷物を
受け取ってから
バスに乗車する
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楽
し
い

完
走
ﾉ、

の
最
終
案
内

一三国
士
登
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走
山
頂
．

Ｉ
ス
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高
地
対
策

酸
素
の
薄
い
と
こ
ろ
を
走
る
た
め
、
高

山
病
対
策
と
し
て
高
地
で
走
る
練
習
を
し

て
お
こ
う
。
ツ
ワ
モ
ノ
た
ち
は
、
６
月
中

頃
に
な
る
と
山
頂
ま
で
往
復
し
た
り
、
低

酸
素
室
の
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
で
走
っ
た
り
し

て
い
る
。
富
士
山
も
低
酸
素
室
も
遠
い
な

ら
、
少
な
く
と
も
２
０
０
０
ｍ
以
上
の
山

砂
地
対
策

佐
藤
小
屋
の
先
に
出
現
す
る
砂
礫
地
帯

を
攻
略
す
る
練
習
を
し
て
お
き
た
い
。
足

で
蹴
っ
て
前
に
進
む
の
で
は
な
く
、
重
心

を
前
に
前
に
持
っ
て
い
く
感
じ
で
足
を
運

ぶ
と
、
う
ま
く
い
く
。
慣
れ
る
た
め
に
は

砂
浜
を
走
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
が
、
公
園
の

砂
場
で
足
裏
の
感
覚
を
つ
か
む
の
も
い
い
。

た
だ
し
、
人
目
を
避
け
て
夜
中
に
本
気
で

や
っ
て
い
る
と
、
間
違
い
な
く
通
報
さ
れ

る
の
で
ほ
ど
ほ
ど
に
。

-
ル
ラ
イ
ン
を
踏
む
ま
で
は
気
を
抜
か
な

いで、ベストを尽くそう。

【
ど
ん
な
練
習
が
い
い
？

一

普
通
の
ス
ピ
ー
ド
練
習
は
当
然
必
要
だ

が
、
富
士
登
山
競
走
の
た
め
に
特
に
や
っ

ておきたい対策は、次の２点だ。

<富十登山鐘走で通る山小屋一覧〉
ゴール(４時間半）
御来光館
▲８合５勺
本八合目トモエ館
（関門４時間）
本八合目富士山ホテル
元祖室
白雲荘
蓬莱館
太子館
▲８合目
東洋館
鳥居荘
富士一館
鎌岩館

バ
ス
で
１
時
間
近
く
揺
ら
れ
て
北
麓
公

園
ま
で
下
る
。
預
け
荷
物
に
は
体
を
清
め

る
お
し
ぼ
り
、
着
替
え
、
祝
い
酒
、
ツ
マ

ミ
な
ど
お
楽
し
み
を
入
れ
て
お
く
と
い
い
。

も
っ
と
も
、
１
時
間
あ
れ
ば
北
麓
公
園
ま

で
走
っ
て
下
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
、
余

裕
が
あ
る
人
は
、
登
山
道
を
そ
の
ま
ま
引

き返そう。

に
登
っ
て
お
こ
う
。
筆
者
の
体
験
で
は
、

体
感
的
に
、
レ
ー
ス
１
カ
月
以
内
に
２
５

０
０
ｍ
以
上
の
山
に
１
～
２
回
登
っ
て
お

く
だ
け
で
も
呼
吸
が
楽
に
な
っ
た
。

〔
下
山
も
楽
し
も
う
！
一

シ
ュ
ー
ズ
が
壊
れ
る
：
．
と
い
う
評
判
の

砂
地
の
下
り
だ
が
、
そ
れ
は
走
り
方
次
第

で
変
わ
っ
て
く
る
。
砂
地
で
１
歩
１
歩
を

横
に
向
け
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
が
ら
下

る
と
壊
れ
や
す
い
が
、
ソ
フ
ト
に
着
地
し

て
減
速
す
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
の
下
り

方
で
あ
れ
ば
、
砂
で
傷
は
つ
く
も
の
の
、

ダ
メ
ー
ジ
は
小
さ
い
。
も
っ
と
も
砂
が
シ

ュ
ー
ズ
内
に
入
る
と
不
快
な
の
で
、
シ
ュ

ー
ズ
に
は
ゲ
イ
タ
ー
を
か
ぶ
せ
、
砂
ぼ
こ

り
対
策
に
マ
ス
ク
と
眼
鏡
を
用
意
し
、
砂

地
の
下
り
を
楽
し
も
う
。

一五合目からはバスで楽しむ一

七合目トモエ館
日の出館 一
花 小 屋 、 噂 ‘ " 薄 薄

聯▲7合目
里見平星観荘
▲６合目
（関門２時間１５分）
佐藤小屋
▲５合目

r毎

鵯

E-X超吉本亮
２００２年に富士登山競走に
出るも８合目手前で失格。同
年の初マラソンは福知山で
４時間。１１年ぶりの天草トラ
イアスロンは､当時と１分も
違わないタイムでゴールでき
ました。
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今月のトレラン試走のど

日帰り富士山頂アタックツアー
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できる。ツワモノなら２往復、中
堅トレイルランナーなら１往復十
お鉢めく÷りを数周できるはず．
バスが五合目に到着したら、五
合目休憩所に行こう。ここはトイ
レが無料だし、観光客も少ない。
五合目の商店街を抜けると未舗装
路に変わり、見晴らしが良くなっ
てきたら佐藤小屋も近い。六合目
には安全指導センターがある。悪
天候のなかを軽装で通過すると、
指導が入ることもある。もちろん、
トレイルランナーは悪天候や各種
トラブルに対して万全な状態で桃

みたい。
試走中は山小屋のほかに、赤い

鳥居など特徴的な構造物も目標物
として記録しておこう。吉田ロの
山頂に着いたら制限時間と走力を
考えて進路を決定。普通なら２日
がかりで富士山登頂をするところ、
１日で往復できるのはトレイルラ
ンナーのアドバンテージだ。

富十晋山競走の最速タイムは約
２時間半。五合目から山頂までは
１時間ちよい。それじゃあ、普通
のトレイルランナーでも五合目と
山頂の往復であれば、高速バスの
運行時間中にできる!？そんな
ゲーム性の高い試走を紹介しよう。
集合は新宿駅のバスターミナル。
８時前に出発して１０時半に五合
目に到着する便があり、帰りの便
は五合目を１５時に発車する。都
合４時間半の間に山頂往復をする
計算だ。山開きしたあとだと、バ
スの便が増えて７時間４０分滞在

…

四t|ウ.qggW登山遭

壼
;バス
そん ■

士
ス
パ
ル
ラ
イ
ン

て進
りで

吉田口登山道ダ、吉田ロ下山道山道

１０3
あり、 りの便

る。都
をする
と、（

のなか
が入る
イルラ

発車す
頂往復

須走口
新宿を発着点として
予算:高速バス往復5400円
全行程の時間:１２時間50分
トレラン時間：７時間40分

|こ山
した

剣ヶ蜂

下山の案内板は黄色が吉田ロ､赤が須走口と色分けしてあるので､黄色に進もう。
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試未ｋの注意｜･雨はとうにでもなるとして､風には気をつけよう｡強風だと体が浮いたり､こぶし大の
石が飛んで来たりすることもある。・山開き後の土日は激混みなので平日がおす-すめ。
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